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１．研究目的 
1792年、大使ジョージ・マカートニー（George Macartney, 1737-1806）を筆頭とする初の英国
からの訪中使節団が派遣され、1794 年に帰国する。本研究では、これを「マカートニー使節団」と
し、主な研究対象とした。これまでの先行研究では、マカートニー使節団は結果として本来の目的を
達成できず、外交面および経済面では見るべき成果をあげることはできなかったという、歴史学的な
側面で論じられることが多かった。しかし、英国初の訪中使節団は、従来各種の文献や旅行者等の伝
聞や回想でしか知ることの出来なかった当時の中国社会の実態を直接見聞し、ほぼ同時代に記録とし
て残したという点については、少なからぬ成果をもたらしていることから、マカートニー使節団の記
録について文化史的な側面で論じたい。その理由および目的の詳細については以下のとおりである。 
16世紀から 18世紀初頭の英国および西欧諸国では、中国を読書人の官僚たちと孔子のように徳の
高い哲人皇帝が治める理想郷として見る者が殆どであった。というのも、中国情報の基盤は、16 世
紀より明代中国に滞在し布教を続けてきたイエズス会士たちの手による報告書や書簡であり、彼らは、
中国には西洋ほどの科学技術はないとしつつも、キリスト教文化圏にはない儒教文化を礼賛し続けた
のである。さらに西欧諸国の貴族たちは、中国から渡来するエキゾチックな陶器などの美術品にも感
化され、その結果、18 世紀初頭に至るまでシノワズリー(Chinoiserie)という唐物趣味がロココ調美
術と融合し、華美な装飾が西欧諸国で流行した。 
しかし、ルソーをはじめとする知識人の中には、徐々に宣教師たちの報告に対して疑問を抱く者も
増え、中国情報の担い手が宣教師のみならず旅行者や商人などにも広がると、18世紀末から 19世紀
初頭にかけて、中国に対して、西欧諸国のような産業革命を有さず進歩のない「停滞の帝国」という
イメージが流布しはじめた。しかし本章第四節で詳述したように、中国像が大きく変化し、過渡期と
されている 18 世紀末から 19 世紀初頭に関する研究は手薄であり、中国像の変化について論じきれ
ていなかった。 
そこで本研究では、中国像が劇的に変化するきっかけとなったとされるマカートニー使節団がもた
らした中国に関する諸情報を総合的に分析し整理することで、18 世紀末の英国における中国像を明
らかにするとともに、18世紀末から 19世紀初頭、ひいてはそれ以降の英国で形成された中国像へ与
えた影響を解明し、その中国像の原型を提示したい。また中国像の「変化」が発生した理由および契
機を明らかにし、過渡期で起きた細かな事象を検討し、変化が発生した理由や事象について論じる。 
 また日本国内では、「英国における中国像」というテーマを取り上げている研究自体が少ないとい
うことも理由として挙げられる。しかし、異文化理解を進めるためには、本研究のような比較文化的
視点を有する研究が必要であると考えた。以上の目的を踏まえ、本研究は、既存の研究に対して以下
の二点を提示することを企図した。 
第一に、中国のイメージに考察の焦点を置くことで、外交史・政治史的な考察に偏在しがちであっ
た初期英中交流史から脱却し、より幅広い視野を獲得することである。19 世紀に入ると英国は、中
国に対して第一次・第二次アヘン戦争をしかけるが、そこに至った経緯を念頭に、イメージの分析は、
英国の帝国史観の分析にも寄与しうると思い至った。 
第二に、当該研究領域に文化史的な視点や、異文化理解のメカニズムという新たな視点を加えるこ
とで、従来ややもすれば一面的になりがちであった東西交流史に、文化面からの奥行きを提示するこ
  
とである。先行研究では西欧人の中国観は日本観より複雑で多様であるとする指摘もあり、西欧にお
ける中国像の変化の多彩さを理解することにより、現代社会のもつ異文化理解の複雑さを明らかにし
うると判断したためである。16世紀にマルコ・ポーロが中国を初めて訪れた時から、20世紀の大衆
小説「怪人フウマンチュウ」に至るまで、西欧諸国による中国のイメージは、憧れ、崇拝、侮蔑など
時代によって変化し続けてきていた。歴史的事象に関わる研究ではあるが、そこに現代社会にも通ず
る問題性をも見出すことができるのではないかと考えた。 
 
2．先行研究および問題の所在 
マカートニー使節団に関する諸研究は、実に多岐に渡っているが、大きく分類すると二つに分ける
ことができると思われる。まず、第一にマカートニー使節団の派遣を東洋史もしくは英国史など歴史
的観点から評価した研究である。第二に、広義では西洋における中国イメージを、狭義では英中の比
較文化史を論じる中でマカートニー使節団の果たした役割を比較文化史的な観点から評価した研究
がある。紙幅の都合上、本研究に最も関係のある第二の視点からマカートニー使節団を重点的に論じ
ている研究を紹介することとする。 
第一に、シノワズリー研究の先駆者ヒュー・オナーはシノワズリーを著書『シノワズリー―カタイ
の幻想』において 16世紀から 18世紀初頭に流行したシノワズリーを「ヨーロッパ人のカタイ幻想」
と定義している。オナーは絵画、建築物、工芸品などを中心に論じており、美術的観点から論じてい
る。その中で、オナーは、画家アンダースンの描いた中国とは異なり、シノワズリーの流行は、の幻
想とされる中国を描いたとしていた。 
第二に、マカートニーの日記を翻訳した坂野正高は著書『中国訪問使節日記 』にて「マカートニ
ーの観察は冷酷なまでに鋭い。彼は中華帝国を有能で油断のない運転士が続いたおかげで、過去 150
年間の間はどうやら無事に浮かんできたボロボロに痛んだ戦闘艦にたとえた」として、マカートニー
の日記を通して評価を行っているが、他の団員に関する研究はない。 
マカートニーが 19世紀の西洋における中国像形成の過程に与えた影響について最も詳細に述べて
いるのが大野の『停滞の帝国――近代西洋における中国像の変遷』である。大野は、18 世紀末から
19 世紀初頭にかけて西欧における中国像が大きく変化する要因は、報告者の変化と報告内容の変化
であるとしている。その中でもマカートニー使節団の団員らが記した記録が契機となっており、中で
もバローの著作の影響力が大きいことを指摘している。このように、本研究では至ることのできなか
あった総合的な判断を行っているが、大野の目的はあくまでも 18-19 世紀の西欧諸国における中国
観の検討であり、マカートニー使節団を個別に事象ごとに論じることに焦点はあてていない。 
 
 
3. 研究方法 
 マカートニー使節団員たちは、滞在中に記した日記や帰国後に記したであろう書籍を後日に出版し、
若しくは刊行に至らないまでも記録を書きとどめて個人で所蔵した。そこで、本研究では、マカート
ニー使節団員による記録の中でも後世へ影響を及ぼした 5 名の著作 7 点を中心に扱い、その中で英
国国内からの要求が高く、団員たちがほぼ共通して記している中国情報、とりわけ中国の人々および
  
その習慣について取り上げた。さらに団員の記録と、イエズス会士を中心とする宣教師の記録とを比
較し、マカートニー使節団派遣以前に西欧で流布していた中国情報との異同を検証した。 
 
1) 大使マカートニーの日記 
主に外交交渉の経過を中心に記されており、巻末には、風俗から人口や科学技術など多岐に渡って
記された付録が付され、現在に至るまで使節の残した記録の中でも最も評価が高く、引用されている
機会が多い日記である。 
 
2) 副使ストーントン （George Leonard Staunton,1737-1801）著の『グレートブリテン国王より中
国皇帝への使節団の正式報告 』（1797） 
副使ストーントンは、医学および植物学の学位を有しており、中国の植物、食物、建物、宗教とい
った中国の風俗を記録することに重点をおいている。同書は筆者が調査したところ、1797 年に出版
された後 1804年までに、少なくとも 5つの言語に翻訳されたことが確認できており、西欧諸国で広
く読まれていたといっても過言ではない。 
 
3) 機械係のバロー （John Barrow,1764-1848）著『中国旅行記』（1805） 
バローは現地で主に皇帝への贈り物を管理し、帰国後も中国に関する書物も多く残している。なお、
本書はジェーン・オースティンやワーズワースに引用されるほどの影響があったという指摘がなされ
ている。 
 
４)マカートニー付の従僕アンダースン（Aeneas Anderson,生没年不明）著『中国使節記』（1795） 
この書籍は使節の中では最も早くに刊行されている。そのためか、筆者が確認できるだけで、発売
された年だけで 3 回も版を重ねており、18 世紀の英国において非常に読まれていた本であったと判
断できよう。 
 
5) 画家のアレグザンダー(William Alxander,1767-1816）著『中国の衣服』（1805）、『中国の衣服お
よび風俗のピクチャレスク画』（1814）、アレグザンダーの日記。 
随行した画家であるアレグザンダーによる中国のスケッチ画は、19 世紀になっても中国に関する
正確な描写として西欧諸国では認知され、実に多くの転用がなされたことが確認されている。 
 
団員が記した中国情報は多岐にわたっているが、マカートニー使節団の記録が持つ特徴に着目し、
本研究では主に中国の人々に関する情報を分析した。というのも、記録を残した団員たちは中国に何
世紀にもわたって滞在していたカトリックの宣教師らに比べると、中国語も満州語も解することがで
きず、行動範囲も非常に限られていた。しかし、当時の外国からの使節としては半年という異例の長
期間の滞在を果たしており、外交官としての立場は、布教を主目的とする宣教師や目先の商売を目的
とした商人とは異なる。 
 各章ではイエズス会士らの記録を主な比較対象として用いている。イエズス会の中国進出以前にも、
  
中国に関する記録は種々存在したが、イエズス会士たちは、約 200 年以上も中国に永住し、宮廷に
おいて中国皇帝らとの接触を有することで中国の内部にまで入り込むことが出来た。19 世紀にプロ
テスタント宣教師らに情報の担い手を取って代わられたが、それまで彼らの記録は、西欧における中
国像を形成するのに非常に強い影響力を有していた。18 世紀後半になり、オランダ人商人をはじめ
様々な旅行家からの中国情報が登場し始めたものの、西欧社会に多大な影響力を有していたことに鑑
み、マカートニー使節団員らの記録の特徴をより明確に理解するために、イエズス会士たちの記録と
比較検討を行う。実際、18 世紀の西欧諸国においては、モンテスキューやルソーによる中国論が多
大な影響力を有していたといえ、彼らは中国を訪れたことがなく、不満があるとしても、もっぱらイ
エズス会士による中国報告をもとに論じていたからである。マカートニー使節団の団員達も例にもれ
ず、イエズス会士による報告書に渡航以前に目を通していることを、彼らの著作から読み取ることが
できる。そこで、中国イメージの形成の基盤であったイエズス会士の記録を考察の際の参照すること
とした。 
 
4. 章立て 
 本研究は、以下のように構成されている。 
 
序章 本研究の目的と諸前提  
第一節 研究目的および問題の所在  
第二節 マカートニー使節団について  
1. 使節団派遣の経緯およびその目的  
2. 使節団派遣の結果  
第三節 マカートニー使節団とその記録  
1. 大使マカートニー  
1.1. マカートニーの略歴  
1.2. マカートニーの日記とその受容  
2. 副使ストーントン 
2.1. ストーントンの略歴 
2.2. ストーントン著『グレートブリテン国王より中国皇帝への使節団の正式報告』とその受
容  
3. 機械係バロー  
3.1. バローの略歴  
3.2. バロー著『中国の旅』とその受容  
4. 画家アレグザンダー  
4.1. アレグザンダーの略歴  
4.2. アレグザンダーの日記および著書『中国の風俗』、『中国の衣装および風俗のピクチャレ
スク画』とその受容  
5. 侍従アンダースン  
  
5.1. アンダースンの略歴  
5.2. アンダースン著『1793年の訪中英国使節団の記録』とその受容  
第四節 先行研究の整理および問題提起  
1. 中国イメージに関する研究  
1.1. 18～19世紀の西欧諸国における中国イメージとその研究  
1.2. 19世紀の西欧諸国における中国イメージとその研究  
2. マカートニー使節団に関する研究  
2.1. 東洋史および政治史における研究  
2.2. 英中および東西比較文化史研究  
第五節 研究方法  
第六節 本研究の構成  
 
第一章 中国官僚――――中国情報を塗り替えた官僚たち  
はじめに  
第一節 漢人と満洲人 
1. 清朝中国の支配体制―――満州人と漢人  
2. マカートニー使節団の記録にみる両民族の描写  
第二節 宣教師がみた中国官僚  
1. 中国情報をもたらした宣教師たち  
2. 中国人の容貌について  
3. 官僚の権力と傾向  
第三節 マカートニー使節団のみた中国官僚  
1. 王大人と喬大人  
2. 徴大人――――「満州人」のイメージを方向づけた「満州人」官僚  
3. 松大人―――親愛なる、誤解された「満州人」  
4. 和坤―――皇帝の右腕  
まとめ  
 
第二章 中国皇帝――「哲人皇帝」は存在したのか  
はじめに  
第一節 マカートニー使節団以前における中国皇帝像  
1. イエズス会士がもたらした清朝治下の中国皇帝像  
1.1. 康熙帝に関する諸情報――中国史の側面から  
1.2. 康熙帝――西洋から見た「大帝」  
2. 18世紀英国における清朝治下の皇帝像  
2.1. デュ・アルドのもたらした清朝の皇帝像―――デュ・アルドのもたらした中国情報  
2.2. ギルレイの描く風刺画の中の乾隆帝  
  
第二節 マカートニー使節団が直接目にした乾隆帝  
1. 乾隆帝に関する諸情報  
1.1. 乾隆帝の視覚的イメージ  
1.2. 画像資料からみる「写実的」な中国皇帝  
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2. 乾隆帝の人格  
3. 乾隆帝への評価――祖父康熙帝との比較から  
まとめ  
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1.1. 社会史・制度史の観点からの先行研究  
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終章 本研究の結論および今後の課題  
 
 
5. 各章の概要およびその成果 
 
第一章 
 第一章「中国の官僚－中国情報を塗り替えた中国官僚たち」では、マカートニー使節団が出会っ
た 5名の中国官僚を対象に論じた。当時 13歳であったトマス少年以外の団員は中国語を解すること
ができなかったが、使節の役割である中国事情の把握、また団員らの中には中国派遣のチャンスを逃
すまいと、中国滞在中に多くの中国情報を収集した。そのような状況の中、団員たちは各地で接触し、
通訳を介して会話を行った中国官僚たちから中国情報を集めることで、中国官僚たちは中国情報を与
える存在のみならず、団員にとって最も身近な現地の人々となった。そこで、中国の官僚自身や、彼
らから得た中国情報について団員たちが記した記録を検討することで、団員が抱いた身近な中国像に
ついて明らかにした。 
 ここまで中国の官僚について、満洲人と漢人との関係に留意しつつ、彼らが直接交流し、あるいは
交渉の相手となった、王大人と喬大人、高級官僚の徴大人と松大人、最高位の官僚の和坤をどのよう
に捉えていたのかについて述べてきた。これら使節団による官僚らとの接触および観察から、以下の
ことが述べられるであろう。 
まず、官僚たちについて述べる際に官僚たちを登用するための試験、すなわち科挙について取り上
げていることは殆どない。それはこれまで西洋において中国を礼賛する際に必ずと言ってもいいほど
重要な項目であったが、現地において生身の官僚たちに接する使節団にとっては、そこはさほど重視
すべき点とはいえなかった。それよりは寧ろ、清王朝が満州人王朝であり、皇帝が満州人官僚を手厚
い対応をしていたことから、接触する官僚がどの民族であるのか、という点に着目していたことが分
かる。 
また、団員たちは漢人を手放しで褒め称えるわけではないものの、支配者である満洲人に比べ、文
化があり、より評価すべき点が多いと考えていたということもこの検討から明らかになった。彼らは
官僚との接触を通して、画一的な中国像を形成していたわけではなく、漢人と満州人と二種類の民族
を完全に別箇なものとして記録していた。マカートニーたちが、満洲人にくらべ、漢人に対してより
親しみを感じていたのは、常にそばにいた二人の漢人、すなわち王大人と喬大人の影響も無論あった
であろう。王大人も喬大人も、共に官僚としての素質だけではなく、彼らの滞在の間何かと世話役と
なっていたため、友人としての側面のみならず、マカートニーにとっては、将来警戒すべき好敵手と
  
しての側面をもっていた。すなわち、猛々しい満州人よりも知識を有すると思われていた漢人の方が、
そう遠くない未来に対抗するべき相手として英国といずれ対峙することを予見していたのではない
だろうか。さらに、満洲人官僚の徴大人、和坤、そして蒙古人官僚である松大人をとりあげた結果、
マカートニーの人種の認識は誤っていたが、マカートニー自身は無意識に官僚たちを満洲人か、そう
でないか、という点を基準に評価を行っていたことが分かるのである。 
以上のような団員たちの満州人と漢人に対する意識には、漢人官僚である王大人と喬大人と長く接
していたことが多かったという経験が影響していると思われる。つまり、団員たちは漢人に対して親
しみをもつだけでなく、時には漢人の目を通して満州人への冷ややかな視線を有していたように思わ
れる。言い換えるならば、文化を有していると思われる漢人の方に肩入れをするあまり、団員たちは
漢人からの満州人への見方を次第に身につけるようになった、という点である。このように、マカー
トニー使節団は官僚との交流を通して、西洋人の目だけでなく、漢人側に寄り添った中国像を知らず
知らずのうちに形成していったのではないかと考えられるのである。 
 
第二章 
 
 続く第二章「中国皇帝－『哲人皇帝』は存在したのか」では、使節団員が乾隆帝に謁見した際の
記述および視覚的資料を使用し、乾隆帝の外貌および彼の治世や性格などを、西洋人の評価が高かっ
た清朝四代目皇帝である康熙帝（1654-1722、在位 1661-1722）との比較を通して、乾隆帝への評価
を行った。その際には、乾隆帝の外貌およびその治世に関する記録を中心に検討を行った。 
ここまで、英国人として初めて乾隆帝を実見した上での記録を残したマカートニー使節団の乾隆帝へ
の視覚的イメージ、および祖父康熙帝との比較について検討した。18世紀末は 18世紀前半のような
徳のある、西欧人が憧れてきた皇帝はいなかったとされてきたが、必ずしもそうとは言い切れないこ
とがわかった。 
 マカートニー使節団の記録以前にもたらされた、徳がある中国皇帝という像は、単に皇帝が儒教思
想を有する人物であるというだけではなく、西欧文化に興味を持っていることへの賛辞、とりわけ、
いわば西欧かぶれともいえる康熙帝への賛辞に由来し影響していることが確認できた。さらに、その
ような肯定的な中国皇帝像が、マテオ・リッチやブーヴェの記録に依ることは明らかであった。 
それに対して乾隆帝は、宣教師に対する態度は康熙帝のときのそれとは異質なものであった。西欧
文化、とりわけ西欧美術に対する興味は強くあったものの、西欧の科学技術に無関心であり、それこ
そが使節団から強く批判されていた点であった。外貌的なイメージはというと、使節団の記録では、
団員が肯定的に捉えている漢人に近い風貌であり、それはギルレイが描いたふてぶてしく、不遜な皇
帝像とは異なり、老練で知性のある皇帝像が描かれていた。また、その治世はというと、勤勉で学識
のある人物である上に、人民たちへの情けもあるものの、敵に対しては容赦ない強健な皇帝として報
告されている。しかし、その人格はというと、息子をひょんなことから殺害したとみられるエピソー
ドが紹介されており、短気で暴力的な中国皇帝の姿が報告されており、それはこれまでの中国皇帝像
とは乖離しているものであったことが明らかとなった。 
つまり、マカートニー使節団の記録では、これまでの徳の高さや、その治世の素晴らしさを報告し
  
強調し続け作り上げられた徳の高い中国皇帝像ではなく、見た目では漢人のような満州人皇帝である、
と民族によって定義がなされ、そのうえ息子を激情に駆られて殺害するという、過ちを犯す人間とし
ての側面そして暴力的な側面が報告されている。つまり、マカートニー使節団にとって中国皇帝は、
中国官僚と同様に、民族の差異や特徴を当てはめることができる、「外国人」として描かれており、
徳の高さなどが強調された「強大な帝国」の頂点に君臨する皇帝としての姿ではなかったことが明ら
かとなった。 
 
 
第三章 
 
第三章では、「中国の女性－三つの習俗からみる中国文明」と題し、中国女性の習俗及び中国女
性について、英国の習慣と比較を行いつつ、団員たちが共通して記した中国女性の三つの習俗に関す
る団員の言及をもとに分析を進めた。中国女性を分析対象とした理由として、団員のバローの著書第
四章「中国社会について」の冒頭に書かれている言葉を挙げることができる。 
 
もしかすると、どの国においても社会の中でも女性の置かれている状況が、その国が到達した文
明化の度合いに対するわりあい公正な尺度を与える、というのは不変の金言といえるかもしれな
い。女性たちの風俗、習慣、そして一般的な意見というのは自身が属する社会に多大な影響を与
えており、概してその社会の性格に変化を与えている。  
 
このように、女性の扱いをみることは、一国がどれほど文明として開けているのか、ということを知
る尺度だとバローは考えていた。すなわち、バローにとって中国女性の風俗や女性への扱いについて
記すことは、中国の「文明の尺度」をはかるためなのである。 
現に、バローは中国女性の習慣について多数記録を残しており、それはほかの団員も文章やスケッ
チで中国女性の姿を記録している。団員たちは中国女性について記録を多く残すとともに、それらの
記録を通して中国男性、ひいては中国社会についての考察を行っている。つまり、中国官僚や乾隆帝
に比べて圧倒的に接触が少なかったからこそ、女性の扱いを見ることで、俯瞰的に中国文明について
の評価を下していると考えた。 
 以上の理由により、イエズス会士たちの記録と比較しながら、マカートニー使節団員たちによる中
国女性に関する記述を検討した。第一節「纏足－女性をめぐる「美意識」」 
では、纏足を扱った。イエズス会士らは、纏足について、女性の気の弱さもあいまって、男性によっ
て家に籠居させるための習慣であり、特に纏足のもつ性的な魅力ゆえに中国に根深く根付いている習
俗としていた。それに対して団員は、イエズス会士同様、共通して纏足に対して好意的な印象を受け
る者はいないものの、その反応は様々であった。たとえそれが歪であっても、それは纏足を施してい
ない女性との差別化をはかることができる、女性の裕福さや優位性を示す「女性の社会的ステータス」
であったとしている。だが、団員たちは纏足には性的関心はもちろんのこと、「美」を見出すことは
なく、寧ろその歪んだ美意識を批判した。体の一部を「不自然な形」に改造する纏足の不自然さと歪
  
さに強い関心を抱き、纏足を取り上げることで、中国が「野蛮」かつ「未開」な国であるのかを判断
する好材料になっていたことが分かった。 
第二節では、中国女性の代表的な習慣とみなされていた籠居に注目した。イエズス会士たちは籠居
について、中国女性のいる空間は不可侵であるとして、中国女性がいる領域のもつ神聖さを強調した。
しかしマカートニー使節団にとって中国女性の籠居とは、アンダースンを除き、中国男性によって強
いられている行為とみなす傾向があった。その一方で出歩く女性を見かけることも少なくなく、彼女
たちはむしろ好奇心の強い活動的な女性であったことを述べている。また、姿を現した女性に対して
は、マカートニーは外貌においては、『テンペスト』を引用し、その美しさと活発さを表現するもの
の、中国を「新世界」と例えたり、バローのように野蛮で後には見世物となったコイ族と同列にした
りと、これまでの宣教師の記録では表現されなかった新たな中国女性像を提供していたといえる。つ
まり、イエズス会士たちの記録に見る中国女性よりも、一部を除いて生き生きとした力のある、しか
し自分たち西欧人とは同一ではない、完全に別個な、場合によっては「より未開の」民族として中国
人を表現していたといえよう。 
また、第三節では、英中両国において棄児が行われており、中国では育嬰堂という英国で言うとこ
ろの養育院が存在し、救済策もたてられていた上に、英国同様に罪に問われていたということは確認
できた。しかし、それでも中国における棄児・嬰児殺しは多く行われ、取り締まるといってもそこま
で有効な手立てがあったようには思えない。 
 約 2 世紀にもわたり、洋の東西を問わず行われてきた棄児・嬰児殺しについて報告し続けたイエ
ズス会士であるが、マカートニー使節団員たちはカトリックの宣教師たちの活動に関し、棄児を保護
して洗礼を施し、信者を増やしていることを指摘していた。またこの活動に対してマカートニー使節
団員たちは疑念を呈し、棄児とは未開で古代の習慣であるという指摘を行った。中でも、棄児の対象
として女児が選ばれやすいことに関しては、結婚後は生家を守ることができず、女児の生みの両親に
とってメリットが少ないことを理由として認識していたことも分かった。バローのように、中国の棄
児に関する傾向および事情を把握している団員もいたが、そのうえで、法的には棄児の対策が行われ
ていない国であるとみなしていた。なお 18世紀の中国と英国における棄児や子殺しの実情について
比較検討した結果、バローが「野蛮」と評した習慣は英国でも横行しており、育嬰堂や捨て子養育院
といった対策もほぼ共通していた。しかし、団員たちの報告では、中国の「野蛮さ」のみが言及課さ
れており、英国の現状を踏まえて相対化するといった姿勢は見当らない。 
しかし、中国人は「迷信」によって行動が支配されている野蛮な民族なのではないかという考えは、
棄児・嬰児殺しの理由を古代スパルタにまで遡りもとめていることからもいえよう。また、ストーン
トンとバローは、女児に集中した遺棄に対して異なる見解を提示したが、両者共に、中国の女性は、
婚姻法や「重男軽女」の思想によって、生れ落ちたその瞬間からハンディを背負っていると解釈して
いる。以上のように、女性の扱いを通して中国社会を分析した彼らにとっては、清代の中国は文明化
されている社会や、「停滞」している社会というよりは、寧ろ時代遅れどころか、はるか古代ローマ
と同様の習慣を持ち、「迷信」にとらわれていた社会であると認識していたといえよう。 
 
 
  
終章 
以上、マカートニー使節団の抱いた中国像を検討し、18世紀から 19世紀の英国で起きた中国への
イメージの変化の中、マカートニー使節団の記録はどのような位置づけをすることができるのかを、
中国官僚、中国皇帝、そして中国の女性という三つの方向から論じてきたことで、これまでの先行研
究に対して以下の点が提示できるのではないかと思われる。 
つまり、マカートニー使節団の記録は、「停滞」のイメージだけではなく、より多様なイメージを
もたらしており、「停滞」のイメージを色濃く打ち出したとは言い難いということだ。たしかに「停
滞」という視線は主に西欧諸国の科学技術や医学を積極的に取り入れようと、西欧に教えを乞う姿勢
を有さない中国の官僚や中国皇帝の姿勢からうかがえる。ゆえに、これまで論じられてきた中国の「停
滞」というのは、主に中国皇帝や中国官僚から得た情報といえよう。しかし、さらに中国女性への検
討を行った結果、中国女性が生き生きと描かれていたことが分かった。しかし、女性や子供たちに対
する扱いのそれは「停滞」というよりはむしろ「未開」というイメージが既に浮き上がっていたとい
う点である。 
 以上、マカートニー使節団員の記録を取り上げ彼らの記録が 18 世紀末から 19 世紀初頭において
いかなる位置づけにあり、彼らがどのように中国像を形成してきたのかを検討してきた。しかし、マ
カートニー使節団の記録が後の使節団や中国情報に与えた具体的な例などについてより検討を続け
ることでマカートニー使節団の影響を探り、その位置づけをより明確にすることを、今後の課題とし
たい。 
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 論文審査の結果の要旨（1,000 字内外）  
   
 本論文は、1792 年から 1794 年にかけてジョージ・マカートニー（George Macartney, 
1737-1806）を大使とし清朝中国（以下、中国）に派遣された初の英国使節団（以下、マカ
ートニー使節団）の団員 5 名による日記や著書 7 編を分析し、18 世紀末から 19 世紀初頭の
英国における中国像を解明したものである。先行研究では英国および西欧諸国における中国
像について、16 世紀以来のイエズス会士の報告に基づく肯定的像が 18 世紀中葉以降後退
し、「停滞」のイメージへ変容したと指摘されてきた。近年、大野英二郎がマカートニー使
節団の記録をこの変容の一つの契機として指摘したが、団員たちの記録を詳細に分析しては
いない。本論文は、同使節団員の諸記録を分析し、そこに描かれた多様な中国像を整理考察
し、イエズス会士の記述とも比較検討することで、使節団の記録にみられる中国像の諸要素
と英国や西欧における中国像の変遷との関連を明らかにした。  
 その際に著者は、団員たちの中国像形成に深く関わった人物や習俗に着目して分析を行っ
た。すなわち、交渉相手であり最も身近な現地人でもある中国官僚たち、自ら面会し、ある
いは周辺から様子を伝え聞いた皇帝、さらに「その国が到達した文明化の度合いに対するわ
りあい公正な尺度」との認識に基づき、その状況について観察を怠らなかった女性たち、で
ある。同使節団に関するいずれの先行研究でも、詳細な分析の対象とはなっていない。  
 官僚像をとりあげた第一章では、使節団員たちが多民族国家である清王朝の権力構造を踏
まえ、接触する官僚がどの民族であるのかという点に非常に重きを置いて観察し、満州人と
漢人とを完全に別の存在として記録していたことを明らかにした。団員たちは漢人を、支配
者である満洲人に比べると文化があり、より評価すべき点が多いと見なし、時には漢人の目
を通して満州人への冷ややかな視線を有してもいた。イエズス会士にはない視点である。  
 第二章では、団員たちが描出した乾隆帝像の二重性が明らかになった。外貌に関しては漢
人のような満州人皇帝であるとされ、他方で息子を激情に駆られて殺害するという、暴力的
かつ過ちを犯す人間としての側面が報告されている。中国皇帝は、中国官僚と同様に、民族
の差異や特徴を当てはめて分析されていた。  
 第三章では、纏足、籠居、棄児・嬰児殺しといった習俗を視点とし、女性の状況について
重ねられた観察を整理した。団員たちは纏足や篭居に関連し、女性を抑圧する社会構造に言
及する一方、纏足を施さず姿を隠すこともない庶民女性の存在にも言及している。その上で
中国人は、西欧人とは同一ではない、場合によっては「より未開の」民族として表現されて
いた。とりわけ棄児・嬰児殺しに関しては、古代スパルタの習慣に言及し、清朝中国は「停
滞」している社会というよりは、古代と同様の「迷信」にとらわれていた社会であるとの認  
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識をも示していた。  
審査においては、中国像の変遷の背景となる英国側の事情について一層踏み込んだ記述が
なされ、また実在の人物の描写とイメージとの関係についてさらに掘り下げること、女性を
めぐる他の習俗にも目配りをすることなどで、考察はより深まったであろうとの指摘がなさ
れた。しかし、使節団の記録に内包されている多様な中国像を整理し、イエズス会士の報告
との異同も明らかにしたことで、中国像の変遷を理解するための重要な手がかりを提示した
ことに、本論文の学術的意義を認めることができる。侍従であったアンダースンのその後の
経歴を大英図書館での調査により解明する等の寄与もあり、また棄児・嬰児殺しへの言及が
中国側資料にはほとんどないため貴重な情報を提示しているとの指摘も中国研究の観点から
なされた。よって、本論文は、博士（国際文化）の学位論文として合格と認める。  
  
  
